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ドイツ語圏における現代民俗研究とマス・メディア資料の活用
現代日本民俗の資料をめぐる議論のために
河野眞※
　最近，現代社会と民俗学との関係が話題になる　　　　ツ語圏ではかなり早くからみることができる。そ
ことが多いようにおもわれる。たとえば，先ごろ　　　の様子については，これまでも折りにふれてとり
の近畿民俗学会の年次大会（1990年11月17／18日）　　　上げてきた。本稿も大筋ではそのひとつと言って
では，「現代に対する民俗学の課題・可能性」と　　　　もよいのであるが，いくらか角度を変えてみた。
いうパネル・ディスカッションが企画され，大会　　　　理論や方法ではなく，もっと地味な，また地道な
そのものにも，ほぼこのテーマでまとめようとの　　　　活動にも注目してみたいのである。それとともに
意向がうかがえた。また愛知，岐阜，三重三県の　　　　ドイツ人がこの数十年間におこなってきた理論面
共催年次大会である東海民俗研究発表大会も，次　　　　でのさまざまな試みも，この種の活動と平行して
回の第22回大会（1991年6月）は「現代杜会と民　　　　いたことにも眼を向けてみたいのである。それは，
俗」のテーマで開催されるとのことである。さら　　　　一口に言えば，現代民俗の資料をめぐる問題，特
に，一般的な動向としては，特に「都市民俗学」　　　　にその収集・整理の進め方である。具体的に言う
を合言葉とした種々の試みが見うけられる（1）。　　　　と，新聞記事を中心とした情報の活用である。ド
いずれも目下はなお模索段階にあると言うべきか　　　　イツ語圏の民俗研究のなかでは，かなり以前から
も知れないが，着想の豊かな新しい世代がこれに　　　新聞，また雑誌やラジオ番組の一部，さらに最近
関心を寄せている様子なので，いずれ本格的な理　　　　ではテレビ番組をもふくめたマス・メディァ資料
論や方法の確立に至ることが期待できよう。　　　　　への着目がなされてきた。もちろん日本でも，こ
　そうした傾向を念頭に置きながら，多少参考に　　　　れらのメディアが提供する情報はあらゆる分野で
なりそうな他の国々の動き，特にドイツ語圏での　　　用いられており，いまさら取り立てて言うほどで
動向について，その一端を紹介してみたい。今日，　　　はないと思われるかも知れない。しかしドイッ民
私たちが位置し，したがってその解明が否応なく　　　俗学のなかでのそのあり方は，たまさかの使用で
私たちにとって課題である現今の状況は，民俗的　　　　はなく，またその収集も徹底している点で独自で
な文化の次元においてすら，けっしてこの国に独　　　　あり，本邦ではそれに照応するようなものが見出
自なものではないであろう。むしろ広く先進工業　　　　せないようにおもわれるのである。
国に共通の，それどころか工業国や発展途上国と　　　　　筆者は，1987年と1989年にドイッ語圏での民俗
いった区分すら超えてひとしなみに進行している　　　　研究のセンターになっているいくつかの機関を訪
趨勢の一環と言えるのではあるまいか。そのよう　　　　ねる機会があり，この方面についても主要な研究
にみると，類似の問題に同様に直面しているはず　　　　所の活動に接することができた。もっとも目的を
の他の文化圏での試行に目配りしておくことは，　　　　この方面に限定した訪問ではなく，また旅程も切
雑知識の蓄積どころではない意義を帯びているよ　　　　迫していたので，およその仕組みを確かめるだけ
うにおもわれるのである。　　　　　　　　ですまさねばならなかった。しかしその間に，少
　いわゆる「現代民俗学」という問題意識はドイ　　　　し前の1983年にマッタースブルクで開催された現
※愛知大学助教授／筑波大学大学院歴史・人類学系非常勤講師
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代民俗学研究所の第一回シンポジウム「現代民俗
学のためのドキュメント作りの方法　一　原資料
としての新聞」の記録が，予告よりもかなり遅れ
はしたが刊行をみたのであった（2）。そこでこの
報告集や，その他二，三の参考書によって補いつ
つ，この種の機関とその活動について簡単な紹介
を試みようとおもう。
1．
　先ずはじめは，ウィーンの現代民俗学研究所
（Institut　fur　Gegenwartsvolkskunde　in　Wien）で
ある。もっとも実際の活動と資料の保管は，ウィー
ンの南約50kmのブルゲンラント州の小都市マッ
タースブルク（Mattersburg）の分館でおこなわ
れている。筆者がこの田舎町を訪ねたのは，ここ
で進められているもうひとつの作業である，オー
ストリアを中心としたドイツ語圏の民俗学の展開
に関係した人物たちのデータを提供してもらうの
が，直接の目的であった。なおついでながら，こ
れについても一言述べておく。ドイツでの民俗学
の歴史はその先駆的形態をも含めると17世紀以来
であり，学史の分野でとりあげられる人物は細か
くみれば数千人にも及ぶのであるが，それだけに
そのときどきの時代思潮や文化的波動の影響が無
視できない。しかもそれは，古い時代もさること
ながら，19世紀半ばから今世紀中葉までの約一世
紀間，すなわちナショナリズムの高揚からナチズ
ムの破産にいたる時期のイデオロギーの展開と民
俗学のからみあいにおいて，特に顕著なのである。
このため文献資料の書き手や研究者の視点や客観
性の度合をあわせて把握することが重要であると
いう考え方が提出され，関係資料の系統的な整理
が進められたのであった。そしてその作業を実際
に担当しているのが，このマッタースブルクの分
館なのである（3）。またここでは，いま問題にし
ている新聞を中心としたマス・メディアからの現
代の資料の整理もなされてい乱むしろ順序から
言えば，この仕事の方が研究所の本来の課題で
あった。
　経緯にふれると，この現代民俗学研究所は，
1971年にレーオポルト・シュミット（Leopold
Schmidt1912－1981）・によって設立された。L．
シュミットは，大戦直後からウィーンのオースト
リア民俗博物館の実質上の運営者，1960年からは
その館長，同時に1958－1977年はオーストリア民
俗学会の会長をつとめるなど，第二次大戦後の
オーストリアにおける民俗学の第一人者であり，
またその膨大な著作によってドイツ民俗学界全体
にとってももっとも大きな影響力をもったひとり
であった。特に1930年代にナチズムとの相乗とい
う致命的な過誤をおかしたドイツの民俗研究が戦
後再建の軌道に乗るにあたっては，その最初の土
台を築いた学究でもあった（3a）。L．シュミット
は早くから従来の農村中心の民俗学の行きづまり
を打開することを構想しており，すでに20歳代に
『ウィーン，その都市民俗学』（3b）を世に問うほ
どであった。また戦後の急激な社会変化のなかで
の民俗学のあり方についても，数々の提言や方法
上の試みをおこなった。民俗現象の現代社会のな
かでの実態を追跡する上で新聞記事をはじめとす
るマス・メディアの情報が有効であることにも早
くから注目して，オーストリア民俗博物館を実質
的に運営するようになった戦後まもなくから，同
館の資料収集にZ（eitmg）の項目を設けて，そ
の充実を図った。
　そして1970年にオーストリア・アカデミーの会
員に選ばれると，（ドイッ語圏のアカデミーは，
卓越した研究者を中心にした研究機関を公的に支
援するという性格を併せ持つので）新たに「現代
民俗学研究所」を，従来から主宰し・てきたオース
トリア民俗博物館に併設した。1975年には博物館
長・現代民俗学研究所長は，シュミットの高弟で
あるクラウス・バイトル氏（K1aus　Beit1）に交替
して現在にいたっているが，基本的な理念は継続
している。なお現代民俗学研究所の作業部門は，
ユ976年には，同博物館がマッタースブルクに購入
した17世紀以来の水車館に移された。
　この研究機関がおこなっている日常の仕事のひ
とつは，一口に言えば，新聞や雑誌の切り抜きを
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作ることである。分類の基本はL．シュミットが
作成したが（4），それは大枠では，欧文によるす
べての民俗学文献の年次目録（隔年）である『世
界民俗学文献目録』（Internationa1e　Bib1iographie
■derVo1kskunde）と重なっている。
　次に，本邦の関心ある人々への参考となること
を考えて，多少の煩を厭わず，マッタースブルク
において作業の材料となっている定期紙誌名を具
体的に挙げておく。
日刊紙
　　Die　Presse．
　　Neue　Kronen－Zeitung．
　　Kurier．
　　Wiener　Zeitung．
　　Sa1zburger　Nachrichten．
　　Vorar1berber　Nachrichten．
　　Arbeiter－Zeitung．
　　Sむddeutsche　Zeitung．
　　Der6sterreich－Bericht（オーストリア新
　　聞センターBundespressedienstによる抜粋
　　版）
週刊紙
　　Wien　aktue1l．
　　Wochenpresse．
　　Neue　n1ustrierte　Wochenschau．
月刊誌
　　Landstraβe2000．
　　City．
　　Wien　i㎜en．
6週間毎
　UNESCO－Austria．
定期刊行物ながら研究所としては臨時的に取
　材する紙誌
　　Klosterneuburger　Zeitung．
　　K1osterneuburger　Nachrichten．
　　　　NiederOsterreichische　Nachrichten．
　　　　Zwettler　Zeitung．
　　　　Neue　Zむrcher　Zeitung．
　　　　Die　Zeit．
　　　　その他（DerSpiegel，Profi1などのマガ
　　　ジン類，また個人が発行している特殊な定
　　　期誌紙，業界誌紙，政党誌紙など。）
この他，展覧会や講習会の案内，新刊書の内容見
本，ビラ，チラシ，種々の広告類（ビールのラベ
ルから学童鞄に貼るコミック・イメージの貼り絵
まで，あらゆる種類），新年の賀状なども，民俗
学の面から関心を惹くものについては収集されて
いる。
　また1981年から2年間には，オーストリアを構
成する8州のすべてについて，地域紙4種類を選
んで，同一基準による記事の拾い出しもおこなわ
れた。
　これらの切り抜き記事を中心とした資料は，必
要なデータをを貼付した上で，その記事ともっと
も関係の深い項目のファイルに納めて整理され
る。それらは，基本的には24種類のカテゴリーに
大別され，それぞれがさらに細分されて，総数
200余の細目に分類され，その順序で配架されて
いる。しかし絶えず新しい見出し語の追加がある
ほか，同一記事でも関連項目はできるだけ拾いあ
げるという方針であり，また人名，地名による分
類も加わるるので，実質的には15，OOO以上の見出
し語によって検索することができる。資料の保管
は，マッタースブルクにおいてであるが，検索カー
ドはウィーンの本館にも備えられている。このよ
うにして収集された資料は，1942年以降の新聞記
事を中心に，1982年にはユ0万点を超え，現在では，
過去のマス・メディアの遡及的な整理作業も含め
て，約15万点に近づいている。
　そしてこれらを基礎にして，さまざまな企画が
なされてきた。その最初のものは，L．シュミッ
トのイニシアティヴによる1976年の「現代におけ
る農村住宅の変化」という展示会であった（5）。
またL．シュミットは，新聞記事に専ら依拠した
ばあい，あるいは主要に依拠したばあいに，民俗
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の変遷をどの程度つかむことができるか，またど
のような種類の現象をとらえることができるかと
いう，実験性に富んだ論考も執筆した（現代にお
ける婚礼風俗や葬送習俗の変化，あるいは風刺画
にみる人間観の変遷，その他）（6）
　またこうした資料が，民俗学はもちろん，さま
ざまな分野で多方面の活用を可能にするのは言う
までもない。事実，ここへは，学位論文を執筆中
の研究者や，ゼミナールのレポートを作成する学
生たちの訪れが絶えないのである。
2．
　次に，少し歴史的な経緯や周辺事情をとあげて
みたい。と言うのは，現代民俗学研究所の大規模
な事業も，これを恒常的な軌道に乗せたL．シュ
ミットの企画・実行力は偉大であるが，けっして
突如としてあらわれたものではなく，先人たちの
努力があったのである。
　先ずこの研究所に直結する先例では，現在の所
長のバイトル氏の父親であり，オーストリアの著
名な民俗学者であるリヒャルト・バイトル
（Richard　Beit11900－1982）がベルリン在住時代
から，主要には当時の大ドイッと出身地のフォア
アールベルクを対象に1930年から1980年まで約3
万点の切り抜きをおこなって，その『ドイツ民俗
辞典』にも活用した。その収集は，死後，この研
究所の所蔵となっている（7）。
　またこうした方向への推進力を広く見渡すと，
今日のドイツの民俗研究の源流の一人でもある
アードルフ・シュパーマー　（Ado1f　Spamer
1883一ユ953）も早くこれに着目して，第一次世界
大戦の勃発と共に，マス・メディアの情報をもち
いて，戦時の民俗実態の分析を進めたことがあっ
た。この計画は未完に終わりはしたが，観点や方
法の面で影響力があったらしい（8）。もっとも今
日の時点でその時代をとりあげるとなれば。時事
的な研究というよりは，歴史研究の性格になるの
であろうが，マス・メディアの情報を基礎にして
20世紀史のエポックを再構成するといった作業
は，目下人気のある行き方でもある（9）。
　さらに学問史を遡ると，有名なヴィルヘルム・
ハインリヒ・リール（Wi1he1m　Heinrich　Rieh1
1823－1897）は，この種の研究方法においても開
拓者的存在と言ってよく，その著作には当時の時
事的な情報がふんだんに，またまったく無理を感
じさせない手際の良さで活用されている。なかで
も同時代の事件である1848年の三月革命に焦点を
合わせてその推移と風俗を活写した『ナッサウ年
代記』は，多数の新聞や号外のコピーを付録とし
て収録しており，先駆的な業績として知られてい
る（10）。
　この他にも，19世紀および20世紀前半には，新
聞記事を主たる材料とすることを方法上に特徴と
する通史的あるいは同時代史的な労作が何種類か
見出される（1ユ）。グスタフ・フライタークの大部
の民衆史，また特にその材料となった膨大な資料
収集も新聞記事にかぎられるわけではないが，や
はりこの部類に入るであろう（12）。
3．
　次に，もう一か所，同種の機関を挙げておきた
い。それは，テユービンゲン大学のルートヴィヒ・
ウーラント研究所（以下ではLUIと略称する）
に設けられている「新聞資料室」（Zeitungsarchiv
des　Ludwig＿Uhland＿Instituts　f血r　empirische
K1uturwissenschaft）である。
　筆者は，1989年に民俗学大会へ出席した折りに，
この研究所へも立ち寄って，その活動ぶりを一通
り案内してもらった。そのさい，以前から関心を
もっていた新聞資料室の実際にも接したのであっ
た。
　簡単に歴史的経緯を挙げておくと，大略，次の
ようである（ユ3）。1933／1934年の冬学期にLUIの
前身であ．る当時の「ドイツ民俗学ゼミナール」
（SeminarfOrDeutscheVo1kskunde，少し後に
Institut　f血r　Deutsche　Vo1ks㎞ndeと改称）が教育
機関としての活動を開始した。主宰者であったゲ
ルマニストのべ一バーマイヤー（GustavBeber一
一127一
meyer1890－1975）は，すでにユ937年に，国内だ
けでなく国外ドイッ人の刊行になるものも含めて
種々の新聞を収集することは民俗学にとって非常
に重要であるとの見解を表明した。ただしべ一
バーマイヤーのばあい，その民俗観には当時の国
家社会主義との重なりがみられ，新聞資料室の構
想も，提言と試行によって後世への影響力は無視
できないものの，作業じたいは本格化しないまま
に終わったらしい。
　新聞記事の切り抜きの収集が再び計画されるよ
うになったのはユ950年代で，当初はこれに着目し
た個人の作業，またテユービンゲンを中心にした
高地シュヴァーベンの民俗現象に限定されていた
が，やがてLUIのプロジェクトとして取り上げ
られ，総合的な性格へと発展した。なお50年代の
作業では，当時の民俗学界において大きな話題で
あった引揚民民俗学に関係した記事や，現代の日
常生活という面からの慣行・習俗などが，特に丹
念に収集されたようである。またテユービンゲン
大学の民俗研究グループの仕事として知られる
ファスナハトの実態調査にも，これらが役立てら
れた（14）。
　そしてこれらを準備段階として，1965二1970年
にかけて，民俗現象を体系的に把握する上での項
目の練りなおしがあり，今日のシステムが作られ
ていった。
　今日，LUIの「新聞資料室」が，恒常的に点検
している新聞は，次の諸紙である。
　　Frankfurter　A11gemeine　Zeitung
　　Stuttgarter　Zeitung
　　Reut1inger　Genera1anzeiger
　　SchwakbischeZeitung，そのLeutkirchen，
　　Isnyen　und　Bad　Wurzach（いずれもAl1g註u
　　地方）に関係した地方記事面
　　Sudwest　Presse（U1m版）の一般面および
　　テユービンゲン地方面
　　Schw直bisches　Tagblatt
　　Tageszeitung
　　Bildzeitung（Hamburg／Esslingen版）　一
　　切り抜かずに，全紙を保存
これらから必要な記事を抜き出しセ整理する作業
には，学生アルバイト3人，一月あたり延べ55時
問があてられている。アルバイトの人員は，毎年
新しく募集する。
　分類にあたっては基本的に26のカテゴリーを設
け，それぞれをさらに細分している。見出し語は，
約400である。
　これまでに収集された記事の総数は，1983年の
時点で約25万点，現在では30万点に近づいている。
4．
　以上の2か所が，ドイツ語圏ではもっとも規模
が大きいが，同様の作業は他の場所でもおこなわ
れている。
　チューリッヒ大学の民俗学教室に併設された
「新聞資料室」（Zeitungsarchivdesvo1ks㎞nd－
1ichenSeminarsderUniversit直tZ血rich）は，スイ
ス全域についてこの方面でもセンターとなる可能
性が高いという点で，注目してよいであろう（15）。
ここは今日のスイス民俗学界の代表者のひとりで
あるアルノルト・二一デラー（Amo1dNiederer，
1914生）が永く主宰（1964－1980）してきた研究
機関で，この仕事もその一環であった。収集作業
は1960年代後半からはじめられたが，軌遺に乗っ
たのは1974年に講座助手が一人増員になってから
とのことである。恒常的に点検されている新聞は
1980年代にはいってからは22種類であり，1982年
の時点での収集数は約23，000であった。，なお整理
にあたっては，作業が本格化した1970年代半ばか
らは，先にみたテユービンゲン大学の分類基準が
採用された。
　ゲッティンゲン大学の民俗学教室でも1970年に
「民俗学の原資料としての新聞」がゼミナールの
テーマにとりあげられ，それと同時に収集作業も
着手された（16a）。ここにはまたドイツ民俗学会の
支部である二一ダーザクセン州民俗調査室も併設
されている。整理にあたっては，ここでは『世界
民俗学文献目録』の部立てとテユービンゲン大学
の分類とを基礎にして，二一ダーザクセンに特殊
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な要素を加味しているとのことである。しかし他
方で，人員不足のために規模が安定せず，また取
材範囲を余りに拡大したばあいには，作業を担当
するアルバイト学生がフラストレーションに陥る
といった実際上の問題点が指摘されている。目的
と作業とがすぐには結びつかないという性格をか
かえている点で，この指摘は留意すべきであろう。
　これ以外にも，各大学の民俗学教室では，多か
れ少なかれこの種の資料収集が手懸けられている
ようである。
　1983年のシンポジウムでは，公立の博物館や私
人のコレクションの例も紹介された。
　またドイツ語圏以外では，北欧諸国，特にノル
ウェーとスウェーデンの事例が，ノルウェーの研
究者によって紹介された。分類の仕方には独自な
ものがあるが，現代民俗をいかに把握するかとい
うドイツ語圏における強い問題意識とはやや異
なっているようである（16b）。またその収集作業は
歴史的には1920年代にまで遡るとのことである
が，本格化したのは1970年前後であり，ほぼこの
頃にさまざまな場所で類似の動きが起きたと見る
ことができそうである。
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　以上，実態の簡単な紹介を試みたのであるが，
次にもっとも本質的な問題にも言及しておきた
い。それは，現代民俗をとらえる上での理論的検
討の重要性である。ドイツ語圏でのこうした動向
も，当初は手探りではじまったところもないでは
ないが，本格化する過程では，やはりこの方向で
の理論的考察を深めた研究者たちがイニシアティ
ヴを発揮したのであった。ちなみに，本稿に付録
として掲げたウィーン／マッタースブルクと
テユービンゲンの分類表が，新聞の紙面の大部分
を切り貼りしなければ収まらないような歯止めの
無い印象をあたえることになるとすれば，この問
題にはなおさら注意しておかなければならない。
つまりそうした外観ではあるもの’の，この種の作
業の提唱者や，推進力になった人物たち，ウィー
ンのL．シュミットやテユービンゲン・グループ
のリーダーであるヘルマン・バウジンガーの仕事
を多少とも念頭においてみれば，これはこれで求
心的な力がはたらいているのであって，無際限な
拡散のなかで進路を見失う恐れは，見た目ほどに
は大きくないと思われれるからである。言い換え
れば，現代世界のなかでの民俗現象の動向にかん
して，原理的な着想や基本的な考察が平行してお
こなわれており，それを肉付けする上で検討を要
する項目や必要な材料の種類を最大限にわたって
拾い上げられたという性格がみられるのである。
　L．シュミット（L．Schmidt）について言えば，
ここに挙げられた項目も，大多数は，シュミット
自身が研究テーマとして取り上げられたことがあ
るものと言ってよい。なかには，そのテーマ性を
感知しながらも，敷術するまでにはいたらなかっ
たものもないではないが，ともあれL．シュミッ
トの視野はそれほどまでに広く，執筆の分量も膨
大だったのである。また現代民俗にかんして言え
ば，伝統民俗のあり方においては，形態は継続し
ながらも，それを支える心意が大きく変化してい
るというとらえ方はその早くからの着眼であっ
た。そして特に，形態が継続しているさいの脈絡
の解明において，まことに手堅い，また博覧強記
と視野の広さに支えられた推論を展開したので
あった。それは，その脈絡に断絶を想定しなけれ
ばならないときには，けっして古習の延命に拘泥
しないという点でも，無理のない思考でもあった。
またそうした行き方の故に，過去の膨大な研究遺
産を活用することもできた。しかし，そうした特
徴が，現代民俗をまったく新しい原理において把
握しようとする人々にとっては飽きたらなく映っ
たのは，これはこれで学問展開の然らしめるとこ
ろであった。L．シュミットは，悠揚として迫る
ところのない筆運びの魅力を湛えた，戦後の第一
世代を代表する巨人的な学究であったと言うこと
ができよう。なおその考察の実際については，『信
仰なき習俗』その他の実験性に富んだ論考によっ
て一端をみていただきたい（17）。
　またハンス・モーザー（HansMoser1903－1990）
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は，世代や経歴ではL．シュミットなどの先輩に
あたるが，方法論の分野では，〈フォークロリズム〉
の提唱者として知られている。事実，この概念は，
現代社会における民俗文化の継受のあり方をとら
える枠組みとして，今日では世界的に用いられる
ようになっていると言ってもよいほどである。こ
れは一口に言えば，今日では民俗文化は無媒介な
直接性において継承されているのではなく，伝承
文化が伝承的であることを強く意識した個人や団
体が，伝承文化に，それが現代世界において通常
とは水準の違った事象であるゆえに実現してくれ
る一種の異化作用を期待し，またそれを多少とも
計算に入れながら継ぎ送ってゆくという趨勢を指
摘したものである（18）。
　さらにL．シュミットより半世代の隔たりをも
つヘルマン・バウジンガー（HermamBausinger，
1926生）は，こうした問題に真正面から取り組み，
原理的な解明に向けて一定の有効な考え方を提出
した人と言ってよいであろう。その主著『技術世
界のなかの民俗文化』（1961年）（10）については，
できるだけ早い機会に翻訳を提供することを考え
ているが，今，参考までにその所論の一部を紹介
してみたい。在来の民俗を支えてきた空間・時
間・社会の三次元の伝統的な地平が崩壊し，その
結果，民俗現象は従来とは異なった諸関係のなか
に入り，変容を遂げるというのが氏の主張である
が，その変化について，たとえば次のような指摘
をおこなっている。民俗現象の在来形態を支えて
きた枠組が崩壊するということは，変化した民俗
のにない手である人間のにない方の質も変化した
ということである。伝統的な世界が崩壊したとい
うことは，従来の民俗に対応していた外的な拘束
（しきたり，ならわし等）の基盤が崩壊したので
あるから，民俗現象はもはや外的な拘束によって
維持ないしは形成されるのではなく，現代杜会の
なかでの人間の内的な契機によって直接支えられ
るようになる。すなわち民俗現象の維持・形成に
おいては，崩壊した外的な条件に代わって，個体
の心意がこれまでになく大きな意味をもつように
なる。ときには，誰にも告げず沈黙のうちに思い
こむという，伝統的な基準では考えられないよう
な内面性によって民俗現象はつくられてゆく。こ
の内面化したにない手と，従来の複合のしくみを
維持できず各要素に解体しつつある過去の民俗的
諸形態とが出会っているのが，現在の状況である。
このため，たとえば＜吉〉や＜不吉〉の観念も，
従来の条件を満たすという相対的なものではな
く，個体や集団の思い入れによって成り立つ内面
的なものに変質する。〈もはや文化史的関係をも
たず，個々人に帰せられる思い入れが頻繁に起き
るのが，現代における魔術的現象の著しい特色で
ある〉と，バウジンガーは言う。たとえばユ3とい
う数字を不吉とする迷信は今日では世界的になっ
ているが，これは本来は12進法を基準にしたとき
に生じる＜はみ出しもの〉であり，そのため伝統
的な語りものでは，13番目の存在が除かれること
によって秩序が回復する。ところが現代人は，そ
うした関係を見渡すことを放棄して，12と組に
なったものとしてのユ3でなく，13だけをとり出し
て，これを絶対的に不吉であるとみなす。この関
係見渡しの放棄が，数字13の迷信が世界的にひろ
まった推進力でもある。また社会的拘束もなく，
個人的な思い入れによって迷信が成り立つため
に，ある人々は逆に13を吉数とみなすという現象
も起きている。一　また別の例をとれば，乗り手
に事故が起きるとされる不吉なオートバイの不吉
である所以は，客観的である必要はなく（科学的
根拠をもつ必要がないばかりか，迷信としての伝
統的な条件を満たしている必要もないという意
味），誰かがそう思い込めば，その人にとっては
不吉なのであり，しかもその観念は容易に周囲に
伝播する。そのようにして，ありとあらゆる組み
合わせが成立しては，その多くはたちまち消えて
ゆく。しかし全体としては，常に膨大な迷信が機
能している。そのいずれかについて，伝統的心意
との連続性を発見することは困難ではないが，迷
信心歯の無拘束性という近・現代の大きな傾向の
前では，むしろ二義的であり，（全体の説明では
なく，部分における対応を取り出したにすぎない）
その種の発見を強調することは，却って現代の状
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況の認識を妨げると言うのである。と共にまた，
オートバイの例などでは，個別現象を分析して，
過去の特定の民俗的脈絡の延命を説くのではな
く，むしろ人間と技術的機器との交流という今日
の人間がかかわっている一般的な条件のなかに民
俗的な要素がどのように関係するかについて一般
法則を抽出することの方が，事態の解明により直
接的に資することになるとも言っている。一バ
ウジンガーは，現代人の民俗的心意の基本的な特
徴を他にもいくつか挙げ，その根拠と相互の関係
を説いているが，今この指摘だけにかぎっても，
日本の民俗現象の理解にたいしても，ヒントにな
るところがあるのではなかろうか。たとえば，現
代の日本では多くの社寺がありとあらゆる願い事
の場所となっているが，ひとつひとつの願い事の
種類とその霊所との関係を伝統面から解きほぐす
よりも，民俗現象を成り立たせている心意の無拘
束性を考えた方が適切であるといったばあいもあ
りえよう。また初詣に行くか否か，何処へ出かけ
るかといったことも，外的な拘束によるよりは，
個人や家族などの窓意的と言ってよいような選択
（拘束性もないのに伝統を強調するのも窓意の一
種）によるのであり，それでいて何ほどか清めや
改まりや吉凶の観念を併せもつのであるが，これ
も伝統的な脈絡を言い立てるのでは，説明の仕方
としては大時代に過ぎ，現代人の微妙な心意をと
らえそこなってしまうであろう。一　また事実が
バウジンガーの言うようであれば，行事や労働に
おける民俗的な約束ごとや禁忌なども，従来知ら
れていない事例が採集されたばあいなどは，それ
が本当に過去から連続したものであるかについて
は，よほど注意が必要ということにもなるであろ
う。
　イーナーマリーア・グレヴェルス（Ina－Maria
Greverus，フランクフルト大学教授）が1972年
に提唱し，その後も数々の論作によって展開して
いるノスタルジー論も，現代における民衆行動の
諸相をとらえる上での民俗学の側からの理論形成
として特筆されてよい。女史の理論はこれまでの
ところ日本では注目されていないのであるが，こ
れはその背景の事情がきわめてヨーロッパ的であ
ること，あるいはその種の問題に日本人が（たぶ
ん世界でも例外的に）無頓着であったことが関係
しているかも知れない。ヨーロッパでは第二次大
戦後の国境線の変更や多民族地域での種々の軋礫
の結果，ドイツ人だけでも約一千万人が移動を強
いられ，そのうち500万人以上が最近までの西ド
イツ地域に新たな＜故郷〉をつくることになった。
このため，〈郷土権〉という政治的な次元での権
利回復運動も起きたが，またそこまで発展しない
ばあいでも，本来の故郷や第二の故郷との関係が
人々の行動を規定しているとみられるような現象
が少なくなかづた。それは故郷追放者（別の面か
らみれば流入者）だけでなく，受入れ社会の反応
においてもみとめられた。そしてこうした問題を
直接あつかうものとして先ず起こったのが，！945
年から1950年代を通じての〈引揚民民俗学〉であっ
た。しかし引揚民や引揚民受入れ側の郷土的表出
という先鋭化されたかたちであらわれるものをさ
らに探ってゆけば，必ずしも実体概念とばかりは
言いきれない＜ふるさと〉という独特の質をもっ
た環世界交渉をおこなう人間の姿があらわれてく
る。こうした考え方に立って，特に伝統文化を支
えてきた種々の条件が崩壊した現代世界におい
て，このふるさと形成者としての人間がいかなる
行動をとるかを問い，伝統文化と新しく形成され
る文化との両方を見すえ，その観察のなかから人
間性へ向けての指針を展望したのが，グレヴェル
ス女史であった。特に主著『テリトリー的存在と
しての人間』は，〈ふるさと〉という観念・現象
のヨーロッパでの成立過程や諸相の検討を縦軸
に，エルンスト・ブロッホの『希望の原理』の影
響がみられる哲学的考察を横軸にして展開された
大著である（20）。女史は，また1987年のフランク
フルトでの民俗学大会の主催者でもあったが，2
巻700頁ド及ぶ大会記録ぽ，今日450万人を数える
外国人労働者やその家族を国内にかかえるドイツ
社会の実情にたいして，民俗学がその面でも一定
の有効性をもつことをしめしたものと言ってよい
であろう（21）。
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　これらはいずれもくわしく紹介すべきもので
あるが，ここではともかくもその存在に注意を
うながしておきたい。現代民俗学という方向を
考えるばあい，現代の民衆文化の仕組みについ
て基本的にいかなる理解をもって臨んでいるか
という方法的・理論的な問題が大きな意義をも
ち，またそれなくしては学問性も維持できない
と思われるからであった。この方向にかんする
かぎり，珍しい事例の掘り起こしそれじたいは
あまり意味がなく，むしろ周囲にあふれている
とも言える材料を，どのような観点から限定す
るか（すなわち専門学としての民俗学の境界設
定）が，出発点になると言ってもよいであろう。
6．
　本稿の意図は，ドイッ語圏の事情について多少
の案内をし，このような行き方が日本においてど
の程度の可能性と意味をもづものであるかを考え
ていただこうというところにある。したがって以
上で筆を欄いてもよいのであるが，もし日本で同
じようなことをおこなうとすればという仮定に
立って，思いついたことがらを付け加えておく。
1）噺聞，その他のマス・メディアの基本的な性
格の検討が必要であること。ドイツ語圏でのこ
の種の論考をみると，先ずマス・メディアの一
般的傾向を批判的に検討することを以てはじめ
たり，その面から一定の留保を公言しているば
あいが少なくない。それは特定テーマにかんす
る報道記事の多寡や性質にかんしてのこともあ
るが，また一般論のばあいには，公的な報道が
おおむね因習的で，また型にはまったものであ
ることを指摘していることが多いように見うけ
　られる。日本のマス・メディアにはまたこの国
に特有の性格があり，その方面の検討も課題に
なるであろうが，この因習性と様式性という面
にかぎっても，やはり共通した問題性はあると
みた方がよいかも知れない。たとえば，企業の
経営権が創業者の直系に戻るといったできごと
の報道では，比楡的ではあれ〈大政奉還〉とい
う言葉が使われたりする。また中国残留孤児の
帰郷の報道でも，物故した父母への墓参などを
とり入れた一種の型にはまった場面がつくりだ
される。そこでは現実と一般通念と報道の三者
がからみあい，身動きのとれないものとなって
いる。逆に言えば，この三者のいずれも，様式
をはみだす契機を含んでいると言えるであろ
う。
2）日本では数種類の全国紙が圧倒的なシェアを
占めており，地方紙の伝統を根強くもっている
欧米とはかなり違った風土にある。もっとも民
俗現象を拾う上では，地方欄が貧弱であるとい
　う不満はドイツ人研究者も洩らしているので，
これは程度の差であるかも知れない。また大新
聞でも地方欄はそれぞれ地元の事件を中心にし
ており，必ずしも同一ではないのは，たとえば
1990年に大阪で開催された「花と緑の博覧会」
　も，地元では連日のように報道されたが，東京
版では二，三回とり上げられただけであったこ
　とによっても知られよう。
3）また別の観点からであるが，新聞記事から現
代世相を民俗学の側から構成しようとした古典
的な試みとして，柳田国男の『明治大正史世相
篇』（昭和6年）がある。これは〈新聞の有り
余るほどの毎日の記事を，最も有望の採集地と
認め一・・，約一年の間，全国の各府県の新聞
に眼を通して，莫大の切抜を造っただけで無く
更に参考として過去六十年の，各地各時期の新
聞も渉猟して見た〉という風に，手法の上では
　目下紹介しているドイツ語圏での作業と近似し
ており，また内容的にも都市民俗学などが話題
になるときには常に引用される見解をふくむな
　ど，一定の影響力をもってきたように思われる。
　しかし他方で著者は、複雑な文脈においてでは
　あるが＜フォークロアとしては失敗である〉と
の述懐をも序文にとどめている。著者が新聞社
の論説委員をも兼ねていただけに，その原因が，
新聞報道のあり方にあったのか，それとも著者
がこのころからいよいよ過去の文化体系の掘り
一132一
起こしとしての日本民俗学の構築に向かって
いったために生じたすれ違いにあったのか，な
　ども整理しておいた方がよいであろう。また同
　じく古典的な位置にある今和次郎の考現学の労
作についても，現在の時点から評価を試みるこ
　とは無駄ではないように思われる。
4）新聞の他に，週刊誌を併用することも考えら
れる。その理由は，ひとつには日本では週刊誌
が現代文化と現代文化の報道に占めている割合
が比較的高いと考えられること，またヨーロッ
パには週間新聞があるが，これは日本では週刊
誌にあたる面もなくはないからである。たとえ
ば，選挙活動に民俗的な要素がさまざまに活用
　されることはよく知られているが，総選挙や統
一地方選挙のさいに恒例ともなっている政党の
党首による餅鵜きの光景などは，週刊誌の特集
記事が，写真も併せてより鮮明であることが少
なくない。これはまた，目新しい光景がめまぐ
　るしく入れ替わっているセレモニーである結婚
式，その他のパーティー，さらに新宗教の生態
などでも同様であろう。しかし週・月刊誌とな
れば，民俗学に先がけて，すでに「大宅壮一文
庫」という包括的な収集がなされている。
5）こうしたマス・メディア資料は，短期間では
　なく，少なくとも数十年の蓄積があってはじめ
　て力を発揮する。この点では，ドイツ語圏のば
あいは，ちょうど半世紀ほど前に各地で期せず
　してこの種の動きが起こり，それが1970年前後
の時期にアカデミックな研究所の事業に引き継
　がれていったのであった。このためたとえば〈ふ
　るさと祭り〉の項目を引けば，ほぼ半世紀のあ
いだの多数の記事をたちどころに手にすること
ができ，実際にそれら活用した学位論文も書か
　れている。これだけの立ち遅れは，簡単に埋め
　ることができるものではない。その点では，新
　聞社がすでに作成している目録や索引，またそ
　の他のコレクションなど，既存の収集との接続
　を工夫することも必要かも知れない。
6）分類項目の問題。これは何を目標にして作業
　をすすめるのカ㍉　またそもそも現代民俗とは何
かという理論の間題でもある。『民俗研究ハン
ドブック』，『民俗調査ハンドブック』（共に吉
川弘文館），あるいは『民俗探訪事典』（山川出
版社）の目次や事項索引を援用するのもひとつ
の行き方にはなろう。特にこれらは，従来の研
究の蓄積を背景にした部立てや項目であり，過
去の文化体系にたいして投げかける網としては
まことに総合的で均整のとれたものであ糺し
たがってこれを基準にすることによって，過去
の文化現象の各項目が，近代・現代においてど
のように変貌したかをあきらかにすることは可
能であろう。しかし他方では，こうした手引き
書に項目として掲げられている文化現象は，そ
のかなり多くがすでに消滅しており，また存続
しているばあいでも生きた化石や化石そのもの
として珍重の対象になっていたり（官庁が指定
する有形・無形の民俗文化財など），また観光
や村おこし・町おこしのなかで改めて脚光を浴
びるなど，過去とはまったく異なった意味あい
でおこなわれていることも少なくない。稲作儀
礼の再演が，ライヴ・コンサートの企画と同じ
視点からなされ，また両者が代替可能であると
いったことも，今日では少しも奇異な事態では
ない。さらに手引き書が直接には指示していな
い膨大な種類のあたらしい現象（と言ってもす
でに100年以上の歴史をもつものもあるが）も
みとめられる。もっともそのあたりでは，民俗
と民衆文化という二種の術語が何となく使い分
けられているという面もないではない（英語の
folk　cu1tureやドイツ語のVo1ksku1turでは両者
がふくまれてしまう）。こうしたことを考える
と，民俗学の総合的な手引き書の重みは否定で
きないにしても，マス・メディア資料を生かす
には，かなり原理的な再考が必要になってくる
ように思われる。
注
（1）参照，『都市の民俗・金沢』（金沢民俗をさぐ
　る会・編著，国書刊行会，昭和59年）の巻末所
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a）アンケート
）レコード
C）新聞
d）ラジオ，テレビ
e）写真，絵画
f）他の映像資料（絵画，スケッチなど）
資料　1
　　現代民俗学研究所（ウィーン／マッタースブ
ルク）の基本分類＊
＊　この目録は，以下に寄る：L色ψo〃Scん榊仇
　Gegenwartsvo1kskunde．　Eine　bib1iographische
　Einf血hrung．（Mitt．　d．　Inst．　f．　Gegenwart－
svo1kskunde，Sonderbandユ）Wien　Ver1ag　d．
6sterr．Akad．d．Wiss．1976，本書は，L．
　シュミットが，現代民俗学に寄与するものとみ
　なした戦後からユ970年代始めまでの研究書や研
究論文約ユ500点を分類した目録である。した
がって新聞記事などマス・メディア資料の実際
　の種類にくらべると，研究文献が当時はまだ存
在しなかった項目などは挙示されていないなど
　の精粗の差がみられるが，現代民俗研究所の詳
細な分類目録の公刊をみていない現状では，こ
　れによって窺うのが便利と思われた。また実際
　の分類も，この目録を基礎にして，新現象など
　を順次追加しているとのことである。また本書
　も，この基本目録の他に，末尾に人名・地名・
事項の索引を設けており，そのうち事項は約
　1ユ00項目に及ぶので，実際には，この目録より
　もはるかに細かい分類がほどこされていること
　になる。
1．文献目録
2．総論，辞典，事典
3．総合的記述
4．民俗文化の変遷
5．理論，批判
6．源資料，源資料研究
7．現代
　a）在来形態の刷新
　b）生業への種々の規制
　C）ノスタルジー
　d）フォークロリズム
8．民俗と社会形態
　a）一般
　b）若者組織
　・）女性組織
　d）家族
　e）狩猟，狩猟者
　f）スポーツ
　9）漂泊者
9．職業
　a）工業労働者
b）農民
　C）印刷業者
　d）水運者，海運者
　e）石材者
　f）指物師，大工
　g）林業者
　h）煉瓦師
10社会的集団による文化伝播
　a）難民，故郷追放者
　b）外国人労働者
11．技術
　a）一般
　b）鉱山者民俗学
　C）鉄道者
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12．工業
ユ3．団体と団体文化
　a）団体，一般
　b）協会組織
　C）歌謡協会
　d）民衆祭典
　e）射撃団員，射撃祭り
　f）白衛団
　g）子供の祭り
　h）フリーメーソン
14．特殊言語
　a）団体言語，一般
　b）職業語
　C）隠語，学生語
ユ5．身振りと挨拶
　a）身振り言語
　b）挨拶慣行
ユ6、聚住，労働，住文化
　a）聚住，一般
　b）都市，都市化現象
　C）大都市民俗学
　d）民衆祭の場所（広場）
　e）労働，労働具
　f）家屋と住文化
　9）家具
17．民俗工芸
　a）民具工芸
　b）民俗グラフィック
　C）日曜芸術家の作品
　d）キッチュ（にせものの高尚・華麗）
ユ8．日常生活
　a）食べものと飲みもの
　b）民俗衣装と流行服
一138一
　C）髪型，髪飾り
　d）装身具
　e）刺青
19．風俗（習俗，民俗行事）
　・）一般
　b）風俗（習俗，民俗行事）の構成要素
　C）風俗の区分
　　　aa）風土（地方性）
　　　bb）シンボル，記号
　d）人生儀礼
　　　aa）人生儀礼，一般
　　　bb）誕生，洗礼
　　　㏄）成人儀礼，堅信
　　　dd）学校習俗
　　　ee）軍隊習俗
　　　ff）男女の愛情
　　　99）婚礼
　　　hh）初ミサ（新任司祭の）
　　　ii）結婚記念式（金婚式，銀婚式など）
　　　jj）死亡と葬儀
　e）巡礼
　　　aa）一般
　　　bb）各地域の巡礼地および個別例
　　　㏄）巡礼の構成要素
　f）年中行事
　　　aa）総論，一般
　　　bb）歳の火
　　　CC）新年
　　　dd）三聖王
　　　ee）聖燭祭，聖アガータ祭
　　　ff）ファッシング，カーニヴァル
　　　99）ヴァレンタイン・デー
　　　hh）聖フリドーリンの祭日と四旬節中日
　　　ii）復活祭
　　　jj）五月（新緑，夏）行事
　　　kk）聖霊降臨節
　　　u）聖体祭
　　　mm）夏至
　　　㎜）夏送り祭，収穫感謝祭
oo）葡萄祭り
pp）万霊節
qq）マルティー二習俗て行事）
rr）ニコラウス習俗（行事）
SS）ルーチア祭，トーマス前夜祭
tt）待降節
uu）待降節の飾り輸
VV）ヴァイナハテン（クリスマス）
WW）ヴァイナハト樹
XX）ヴァイナハト人形
yy）ヴァイナハテンと新年の間
ZZ）ジルヴェスター（大晦日）
20．宗教民俗学（教会民俗学）
　a）総論，一般
　b）民間俗信
　C）民間療法
　d）護符慣習
　・）占い
　f）予言
　g）夢判断
　h）天上からの手紙（と称して第三者に送付す
　　　る幸運の手紙），順送り手紙（ねずみ講方
　　　式で同一の文言を多数の人々に届ける幸運
　　　や不幸の手紙）
　i）星占い
　j）壷物俗信，オカルティズム
　k）聖者崇敬
　1）教会会派
2ユ．民俗歌曲
　a）総論，一般
　b）民俗歌謡
　C）児童歌謡
　d）エロティック歌謡
　e）軍歌
　f）民俗スタイルの歌謡
　9）流行歌
　h）政治的歌謡
22．音楽，ダンス，劇行事（遊び，スポーツ）
　a）民俗音楽
　b）民俗舞踊
　・）子供の遊び
　d）玩具
　e）人形劇
　f）大人の遊戯
　　　aa）ボーリング競技
　　　bb）カルタ（トランプ）
23．民衆劇
　a）民衆劇，総論，一般
　b）仮面慣習
24．民問話芸，読み物，語りもの
　a）総論，一般
　b）民話
　・）昔話
　d）滑稽謂（艶笑謂）
　・）奇謂
　f）機知話（ウイット）
　g）読み物（民衆向けの）
　h）僅諺と成句（言い回し）
　i）なぞなぞ
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ルートヴィヒ・ウーラント研究所「新聞資料室」
（テユービンゲン）の基本分類
以下は，次の文献（本文の注に同じ）による。
R〃doゲ∫c加〃dα，Die　Zeitung　a1s　Quelle　volkskund－
licher　Forschu㎎．In：W血rtembergisches　Jahr・
buch　f廿r　Vo1kskundeユ970．Stuttgart1970
1．民俗学
1，0
ユ，1
1，2
1，3
ユ，4
総論・一般
民俗学の現状，大会，研究会，
学史，民俗研究者
研究所史一一大学所属研究所（研究室），
調査機関
文化財の保存
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1，5郷土保存，郷土学，習俗（民俗行事）保
　　存，郷土史協会
1，6博物館，図書館，資料館（室）
1，7民俗博物館，郷土資料館
1，8特定コレクション，私人のコレクション
1，9展示会
1，10評論，出版状況
1，11社会学
1，12フォークロリズム
2、歴史
　2，0
　2，1
　2，2
　2，3
2，4
2，5
2，6
2，7
2，8
2，9
総論・一般
先史，黎明時代
キリスト教中世
中世後期から近代までの文献資料の研
究・調査
年代記，回顧記録，回想録
伝記，系譜文献
法制史，民間法
戦争，社会不安，災害
文化史
人口移動・聚住史
2，10選挙，政党，政治関係
3．暦年
　3，0
3，1
3，2
3，3
3，4
3，5
3，6
3，7
3，8
3，9
総記一一年と季節，カレンダー，日取り，
時間
新年から御公現まで，
ファスナハト，ファッシング，カーニヴァ
ル
冬の追い出し
四旬節
復活祭一枝の主日，聖週間，復活，白衣
の主日
四月一日，四月馬鹿，四月習俗，ヴァル
プルギス
五月習俗
主の昇天，聖霊降臨節，聖三位一体，聖
体祭
夏至，ヨハネの日，夏期習俗
3，10収穫感謝
3，11他の秋期習俗（移牧牛の追い下ろし，教
　　区聖堂開基祭）
3，12＋一月の諸日
3，13ニコラウス
3，ユ4待降節にはじまる十二月の諾習俗（行事）
3，15ヴァイナハテン：一般的な習俗記述，個々
　　の習俗とシンボル，キリスト樹とクリッ
　　ペ（キリスト生誕の組み人形）；広告，
　　祝い文句，贈答；ヴァイナハテンの祝い
　　事，祭日にたいする見方；　占い日，十
　　二夜
3，16特殊な習俗日（行事日）：母の日，家庭
　　音楽の日，ヴァレンタイン，節約の日，
　　その他
4．人生儀礼
4，0
4，1
4，2
4，3
4，4
4・，5
4，6
4，7
4，8
4，9
誕生，健康，病気
誕生日，命名日，結婚の周期記念日
幼稚園，子供の遊び
学校と授業
青少年問題と教育問題
新兵採用，徴兵検査，軍隊生活
大学生と大学生活
堅信と初聖体拝領
恋愛と婚約，結婚と夫婦生活
家族（家庭），主婦，子供
4，10道徳観念と性行動
4，！1老人
4，12死亡，死者祭儀，墓所
4，13一日の行程：食べもの，飲みもの，睡眠，
　　一日の区分（午前，正午，午後など）
4，！4余暇の過ごし方：ホビー，アフター・
　　ファイヴの行動
4，15災害と救済措置
5．祝い事，世俗の（非教会的な）祭り
　5，O祝賀行事，記念行事，祭典の夕べ（「協会」
　　　の項も参照）
　5，1周期記念行事，顯彰行事
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5，2
5，3
5，4
5，5
5，6
5，7
5，8
5，9
定礎式（地鎮祭），上棟式，開業式，除
幕式
舞踏会，パーティー
民衆祭，ふるさと祭り
行列行事，祭り行事
子供祭り
花の祭り，園芸祭，夜の祭り，森の祭り
村の夕べ，ふるさとのタベ
地域の集まり
5，10糸紡ぎ女の集い，コーヒーの会
5，ユ1毎年の集まり，家族どうしの集まり，そ
　　　の他
6．民衆信仰
6，0聖者信奉，聖者日と祭礼
6，1マリア祭礼とマリア崇敬
6，2行列祭，巡幸，祈願祭，騎行行事
6，3供犠と供え物
6，4　巡礼，順礼
6，5　ミサ，教会祭儀，信心行為，聖書の時間
6，6聖堂開基記念日と聖堂開基祭（参照，3
　　　，1ユ）
6，7教会堂と僧院
6，8　カペレと像柱
6，9教会堂の設備・インテリア
6，10祝藤のすべて種類
6，！ユ初ミサ（新任司祭の）
6，12標旗の聖別
6，13宣教，外国
6，14　（教会堂内での）献金集め
6，15民間宣教
6，16兄弟団，信心会，信徒会
6，17鐘
6，18宗教（教会）生活
7、社会的関係
　7，0主唱者
　7，1境界的な存在・グループ，変わり者的存
　　　在
　7，2少数者：信教上の少数者，ユダヤ人，
7，3
7，4
7，5
7，6
7，7
7，8
7，9
ジプシー
杜会的統制・管理
摩擦（喧嘩や犯罪なども，ここに含める）
肯定的な特別視，名誉の付与
否定的な特別視（排斥，差別）
隣人関係・隣人組織
交際圏，訪問
社会的位置（ステイタス）
7，10挨拶の諸形態
8・民問俗信，生活の知恵とその継ぎ送り，心意
8，0
8，1
8，2
8，3
8，4
8，5
8，6
8，7
8，8
8，9
迷信，総論・一般；歴史と理論
魔女と魔女俗信
オカルト，妖怪，幽霊
順挙り手紙，健康の祈り，俗信を利用し
たペテン
夢と夢判断
ホロスコープ（天宮占い），星占い，予言，
その他
農事金言，天候金言
民問療法，民問療法の知恵
性知識，性教育
植物の知識（薬草，薬草探訪，その他）
8，10動物の知識
8，！1家畜・家庭動物，動物愛，動物保護（15，ユ2
　　　も参照）
8，12技術知識
8，13民族的な先入観・偏見，「部族的特質」（古
　　　ゲルマン時代の部族分布以来の独特の風
　　俗・気質など）
8，14民衆教育一総論・一般
8，15世論調査
8，16読者の手紙
9．民俗工芸と一般の趣味
　9，O　民俗工芸，モノグラフィーおよび個々の
　　　工芸品（金属，蟻材，’紙材，菓子パン，
　　　彫り出し細工，木材，陶磁器，ガラス，
　　　石材）
　9，1美術工芸
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10
1ユ
9，2　ナイーヴーペインティング（素朴な味わ
　　　いや手法の絵画類）
9，3壁面・室内装飾
9，4土産物品
9，5絵葉書
9，6家系帳，来客寄せ書き帳，アルバム
9，7　カリカチュア
9，8絵本・写真集，ポピュラーなイラスト集
9，9玩具
9，10クリッペ（3，ユ5も参照）
9，ユユ庭の整え・飾りつけ
9，12工芸観（現代芸術の見方との対比で）
　民衆詩歌（民俗ポエジー）の単純な諸形態
ユO，O僅諺と成句（言い回し）
10，1銘文
10，2。韻文（わらべ歌，数え歌，〔男女の〕誘
　　　い歌，パロデイー）
ユO，3機会文芸（特に方言作品一参照11，3）
ユO，4　なぞなぞ
10，5機知話と奇話
10，6世間話，滑稽謂（艶笑謂），一口笑い話
10，7昔話，民話，聖謂（レゲンデ）
ユO，8新聞（にあらわれた，よく見かける）民
　　　話，型にはまった話類
　ポピュラー文芸とマスコミ
11，0　ポピュラー文芸：テキスト
11，1文芸史；総論・一般
ユ1，2　シュヴァーベンの作家，郷土の文学者
ユ1，3方言文学
11，4機会文芸（特に方言作晶）
ユユ，5　ポピュラー作家，ベストセラー作家
ユ1，6通俗小説
ユ1，7社会小説（労働者小説，その他）
11，8実用書
11，9検閲，非難，刊行禁止
11，ユ0児童書，青少年向け書物，妓材読本
11，ユユ軽い読み物および大衆書：コミック，推
　　　理物，連載小説
12
13
11，12イラスト入り読み物
ユ1，13新聞および週刊誌
ユ1，14カレンダー（季節，月，週，日ごとに小
　　　話をふくむ一一日一語などの形式）およ
　　　びパンフレット
ユユ，15聖書，信心書
ユユ，ユ6出版，書店，読書界
ユ1，17ぺ一パーバックとその影響力
1ユ，18読者研究
11，19ラジオ
ユユ，20テレビ
ユユ，2ユ映画
　演劇
12，O演劇，総論・一般
12，1　（民衆）演劇の歴史
12，2　イニシアティヴ，推進者，批判的論調
12，3　恒常的な素人演劇グループとその活動
12，4　学生演劇
12，5人形劇および糸操り人形劇
12，6　メルヒェン劇（児童劇，5，6も参照）
ユ2，7　野外演劇
ユ2，8協会演劇
ユ2，9　ふるさと劇および祝賀劇
ユ2，10受難劇
　言語と名前
ユ3，0言語研究
13，1現代言語
13，2　シュヴァーベン方言
ユ3，3他の南ドイッ方言
13，4　北ドイッ方言
ユ3，5特殊語，専門語，特定集団の言語，隠語
13，6新語
ユ3，7世界語（エスペラントを含む）
13，8　［空番号］
13，9　［空番号］
13，10地名
13，1ユ耕地名一牧地名
ユ3，12流行歌
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13，13姓名
13，14別名，あだ名
ユ3，ユ5植物の名前
13，16動物の名前
ユ3，17タレントの芸名
14音楽とダンス
　ユ4，O広場コンサートおよび街角コンサート
　14，！塔上の吹奏，塔上の歌唱
　14，2街角の小演奏（本来は女性の窓の下で奏
　　　　でた），献金集めの音楽（少年たちが演
　　　　奏しながら巡回し，教会への喜捨をもと
　　　　める）
　ユ4，3　「水上音楽」の催し
　ユ4，4古典音楽コンサート
　14，5音楽祭，音楽の集い
　14，6家庭音楽，学校音楽
　14，7希望（リクエスト）音楽会
　ユ4，8民俗歌謡および民俗音楽
　14，9ふるさとの歌，民族讃歌
　14，10街頭歌謡および刃傷歌謡
　14，ユユフォークソング
　ユ4，12流行歌
　14，13時事的なコミカル歌謡
　！4，14流行ダンス
　14，15民俗ダンス（25も参照）
ユ5協会
　ユ5，0協会組織，総論・一般
　15，ユ青少年組織，青少年団違合
　ユ5，2遍歴者の協会（19，8も参照）
　15，3民俗衣装協会，郷土協会
　15，4軍人協会，復員者協会
　ユ5，5歌曲協会および音楽協会，祝賀の夕べ・
　　　　娯楽の夕べ（5，Oも参照）
　15，6体操協会およびスポーツ協会
　ユ5，7射撃協会
　ユ5，8　自衛団および民兵団
　15，9　消防協会
　15，10コルピング協会（A，Kolpi㎎ユ865がは
　　　じめたカトリック教会系の職人研修組
　　　織）
ユ5，11クナイプ協会（カトリック聖職者
　　　Sebastian　Kneipp1821－97がはじめた水
　　　浴療法の会）
15，12動物協会（8，11も参照）
15，13果樹園・園芸協会
15，14種々の小協会および諸々のフォーマルな
　　　グループ
！5，15協会の連合組織，協会どうしの集まり
ユ6．仕事と職業
ユ6，0
16，1
16，2
16，3
ユ6，4
16，5
16，6
16，7
ユ6，8
各種の職業
ツンフト，ツンフトの祝い行事（職業祭
り，5，4の項目を参照）
イヌング（手工業者の正式団体），イヌ
ングの祝い行事，地域の手工業者組合
構造変化
企業および企業による催し物（企業主催
のハイキングなど，19，9を参照）
工業：通勤者，工場の新築，建築形態，
工業化にたいする見方
問屋，小売業，行商
市場と見本市，
器械と道具
17経営
　17，0資産，所有物，収入
　17，1貨幣，度量衡
　ユ7，2広告（商標，13，17も参照）
　17，3経営のダイナミズム
　ユ7，4乗り物と交通
　17，5厚生体制と保健
　ユ7，6寄付およびチャリティー活動
ユ8農林漁業（ここでは内陸部の河川・湖沼の漁
　　　　業）
　18，O歴史
　18，1作業具と器械
　18，2土地関係，農業改革，耕地整理
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18，3
18，4
18，5
18，6
18，7
18，8
18，9
人口流出，移住
近代化，構造変化
農業組合
年間の労働行程
職業の連続性，相続権，譲渡
林業およびその他の山林業
狩猟，漁業
19　トゥーリズムとレジャー
　19，0，観光；総論・一般
　19，1観光地，旅行先
　19，2旅行案内1旅行団体，旅行会社，観光業
　　　　者組合
　19，3　ホテル・宿泊施設
　19，4　トゥーリズムの種類　キャンプ旅行，ス
　　　　キー・ツアー，保養
　19，5　（観光・旅行先などの）型にはまったイ
　　　　メージ
　19，6旅行の報告
　19，7旅行先（外国）での旅行者の態度
　19，8　ヒッチ・ハイク
　ユ9，9遠足（協会や企業主催の）
20　引揚民
　20，O避難および追放，収容所
　20，1　もとの故郷
　20，2　（新しい社会への）参入
　20，3同郷人：会合，ふるさとの日，祝い行
　　　　事
　20，4風習
　20，5身元引受
2！．外国との関係
21，0
21，1
21，2
21，3
21，4
21，5
入国者と出国者
国外ドイツ人
外国人労働者
学生交換
外国人グループとの友好的な接触
パートナーシップ
22．市町村，地域，風土：概説，保存，計画
　22，0市町村とその記述
　22，1住宅地と住宅問題
　22，2都市計画，村落，都市整理
　22，3州・地域体計画（飛び地問題を含む）
　22，4交通網
　22，5村の美化
　22，6城塞，宮殿，廃壊
　22，7　自然保護，自然保存区域
　22，8地方，県
　22，9井泉，水，給水
23．建築
23，0
23，1
23，2
23，3
23，4
23，5
23，6
23，7
23，8
農民家屋，屋敷配置
貸し住宅
マイホーム
プレハブ住宅
列状住宅
飲食旅館
耕地記念碑，’記念碑，警告碑（6，8も参
照）
公共建築
インテリア
24．民俗衣装，被服，流行服
24，0
24，1
24，2
24，3
24，4
24，5
24，6
24，7
24，8
歴史
制作と保存：推進と非難
身分衣装と職業衣装
日常服
晴れ着と式服
流行服
装身具
化粧
ヘアスタイル
25スポーツ，種々の競争行為
　25，O　スポーツ；総論・一般
　25，1　コンクール（たとえば，美人コンテスト，
　　　　動物コンクール，美しい村を作るコン
　　　　クール，禦耕競争，朗読コンテスト，種々
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25，2
25，3
25，4
25，5
25，6
の珍奇な世界記録，その他）
賭け事
懸賞クイズ，懸賞広告，クイズ
誇張と極端
社交的なプレイ：カルタ（トランプ），
ボーリング，その他
ギャンブル（技術よりも運に左右される
種類）
26．珍しいできごと，その他
［付記］本稿の印刷が始まった今年の初めになっ
　　　て，テユービンゲン大学のルートヴィ
ヒ・ウーラント研究所から，民俗関係の
マス・メデイア情報について新しい分類
表の採用に踏み切ったとの報せを受け
とった。現行の整理方法がすでに〈歴史
的〉なものになりつつあるとの議論があ
ることは聞いていたが，このため本稿は
現状紹介という点では多少のずれをきた
すことになった。新分類表は，今後の充
填を見込んで，なお多くの空番号を残し
ているが，社会情勢の変化やドイツ学界
の趨勢を反映したものとなっている。本
誌上で紹介することも考えてみたい。
　　　Edited　by　Cわ〃s〃an　Gfordaηo／
lna一〃a〃a　Greyer〃s／月raηz＿。1oseチS仙柑maη〃，
『Anthropolog1ca1Joumal’on　European
　　　　　　　　　Cultures』
Pub1ished　by　European　Centre　for　Traditional　and
Regional　Cultures　　（ACTARC）．　　〔Llangollen，
　　Clwyd，Wales－L1208RB　United　Kingdom〕
　ECの市場統合が1992年に差し迫るなかで，
民俗学・文化人類学の分野でも，そうした動き
に対応してヨニロッパを広く射程に入れること
を表明した新しい学術雑誌が刊行されました。
タイトルの次に名前が挙げられている三人の編
集代表者は，それぞれローマ大学（イタリア），
フランクフルト大学（ドイツ），リヴァプール
大学（イギリス）を拠点とする今日の指導的な
研究者です。ヨーロッパ域内の国際的な民俗学
雑誌としては，これより早い世代によってすで
に1967年以来“Ethno1ogia　Europaea’’が刊行さ
れていますが，これが各国それぞれの民俗研究
を土台にしているのに較べると，今回は，（た
とえばドイッのさまざまな学派や傾向のなかで
も）民俗学と文化人類学の重ね合わせを追求し
てきたグループの特徴が前面に出ています。寄
稿は英語でなされています。！990年の創刊号は
IAnthropologizi㎎Europa’の特集で，またこれ
に沿ったイタリアとポーランドの学界動向も
載っています。巻頭には，フランス革命に共鳴
したドイッのジャコバン党員で悲運≡のコスモポ
リタンであったゲオルク・フォルスタ・一の民族
理論がとり上げられていますが，企画の意図を
反映しているように思われました。
　　　　　　　　　　　　　　　（河野　眞）
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